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先
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き
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し
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せ
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る
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約
に
は
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低
賃
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の
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し
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ら
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得
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ら
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な
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低
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 d
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叉
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i
l
y

 

s

o

。
£ 

_
cr
q

l
を
標
準
と
し

V

最
低
賃
銀
額
を
定
む
べ
し
。

 

-

te
日
給
平
均
額
に
關
し
て
は
坑
主
の
侧
ょ

6
 Prevailing 

v^age r
a
t
e

な
る
語
を
以
て
せ

ん
と
の
要
求
あ

6

商
務
院
長
。

ハ.
/

ス
ト
ン
を
以
て
之
を
坑
夫
代
表
者
側
に
通
告
し
一
度 

‘其
承
諾
を
得
霉
話
を
以
て
之
を
坑
主
側
に
通
匕
杧
る

t

tt
主
侧
は
更
：に
之
を
取
消
し
杧 

る
を
以
て

.
何
等
の
修
正
な
く
上
院
に
送
付
せ
ら
れ
坑
主
側
は
恥
消

0

通
告
な

.，於

6

し
こ 

と
を
以
て
政
府
を
非
難
せ

6

と
云
ふ

(

三
月
三
十
日

「

タ

ィ

ムス

」

參
.照)

商
務
院
は
各
地
域
內
に
從
來

_

,
輪
雨
密
せ
が
於
叉
は
新
に
設
け
ら
れ
^
る
團
體
を
共
同
他

.
您!
.'
.: 

•

方

#

議
1」

認
む
る
を
得
べ
く
、此
團
體
は

其
地
域
の
坑
主
及
勞
働
.者
の
利

益
を
適
當
に
代
表
す

べ
き
？
の
ょ

6

成

6

、且
つ
、坑
主
及
坑
夫
代
表
者
の
合
意
に
依

6

て
選
擧
せ
る
第
三
者
叉
は
其 

英國炭

■
坑最低賃

t

法
 

三
八
七

:1
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、

合
意
を

f

能
は

f

時
は
商
務
院
の
住
命
に

f

第
三
者

I

f

な

す

す

0.
叉 

商
務
院
は
旣
設

.の
團
體
の
定
款
黑
更
を
加

.へ
し
め
共
同
地
方
會

f

な
す
の
權
限
を

I

 

■

上
述
の
共
同

#
方
會

f
 

I

 

0̂
炭

養

勞

.働

者

に

一

般

に

適

用

す

べ

き

最

低

賃

銀
 

額
及

地

方
規
程

General district 

I

B
U
m rate 

0

-

1

1
 district 

a
.
eを

定
む
ベ
く
、若
し
其
地
域
の

1
.

部
の
炭

I

s

働
者
に
對
し
一
般
賃
銀

.

及
規
程

.

I

用
す

1

5

と
認
む

る
I

 

特
別
の
賃
銀
額
及
規
程
を
設
く
る
を
等
。

 

.

最
低
賃

S

益

し

5
1

地
？

 

二
部
叉
は
二
部
以
上

S

割

す

孟

f

る
堦
は

* 

各
I

地
域

i

同

一

,
u
取
扱

J

 

5

 
く
、地
方
規
程
は
ニ
地
域
以
當
？

て

之
i

く
る 

を
得
べ
く
此
場
合
に
は

c
o
m
b
i
n
e
d

 
district 

c
o
m
m
i
t
t
e
e

を
置
ぐ
。

最
低

i

銀
2

地
方

2

 

0
髮

s

£

及
坑
夫

Q

S

S

合
？

依
る
於
叫
制
定 

後

5

年
を
經
過
し
三
箇
月

S

告
を
以
て
共
同
地
方
局
の
正
寶

s

f

l

叉
は
坑 

夫
の

—

出
に
依
る
名
の
と
す
。

若
し
本
法
の

實
施
後
二
週
間

內

に
共
同
地

1

:

議
の
成

？

5

1

は
商
務

院
長
は
同 

會
議
の
權
能
を

實
施
す
ベ

I

の
I

f

る

墓

べ

く
又
同
會
議

S

設
立
後
三

週
間
以

9

內
に
最
低
賃
銀
額
及
地
方
規
程
を
定
め
次
る
赌
は
議
長
は
單
獨
に
之
ど
定
む
る
を
得
べ
し
。

此
法
律
に
炭
坑
と
稱
す
る
の
は
成
層
鐵
鑛
を
合
み
叉
實
施
期
眼
は

*

鲁
に
於
て
別
に

a 

定
す
る
迄
三
箇
年
間

i

す
。

此
法
律
に
依
る
地
域
は
次
の
如
し

 

Nortllu

B-berland, 

D
u
r
h
a
m
,

 

C
u
m
b
e
r
l
a
n
d
,
r
a
n
c
a
s
l
l
i
r
e

 

a
n
aCheshire, 

S
o
u
t
h
-
Y
o
r
k
s
h
i
r
e
,

 

W
e

 St. Yorkshire, 

.
 C

l
e
v
e
l
a
n
d
” 

D
e
r
b
y
s
h
i
l
A
s
o
u
t
h

 

D
e
r
b
y
­

shire 
を 
除
き

) 

S
o
u
t
h

 

Derbyshire, 

N
o
t
t
i
n
g
h
a
m
s
h
i
r
e
,

 

Leicestershire, 

Shropshire, 

North-staffordl 

shire, 

s
o
u
t
h
, Stafford shire 

a
n
d

 

East-Worccstershire, 

C
a
n
n
o
c
k

 

Chase, 

W
a
r
w
i
c
k
s
h
i
r
e
,

 

h:orest 

o
f

o

s

pB̂ristol, 

S
o
m
e
r
s
e
t
,

是
な
6

。

五

英
國
議
會
に
於
け
る
炭
坑
最
低
賃 

度
な

6
。
先
づ
反
對
黨
祀
る
統

r
黛 

る
於
如
く
、進
ん
ゃ
具
體
的
の
修
逭
を 

ナ
ー
、ロ
ー

■
»
其
實
行
，難
を
說
き
其 

英
國
炭
坑
最
低
賃
銀
法

N
c
r
t
h
.
w
a
l
e
s
,

 

S
o
u
t
h
-
W
a
l
e
s

 

witli 

IVIonmouth, 

S
c
o
t
l
a
n
d

銀
法
の
討
議
に
關
し
、尙
一

.
言
を
要
す
る
は
各
政
黨
の
.態 

は
此
問
題
を
以
て
自
由
黨
內
.閣
攻
擊
に
利
用
せ
ん
と
せ 

提
出
す
る
乙
と
な
か

6

き
。
則
ち
、該
案
の
提
出
當
日
刺 

責
任
の
政
府
に
在
る
を
述
ベ
、三
月
二
十

一

日
の
會
議
に

三
八
九

..

.
f
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, 

三
九 

於
て
は

.
バ
ル
フ
ォ
ー
ア
は
第
二
讃
會
を
六
箇
月
間
延
期
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、其
理
由
と
し
ぐ 

は
何
人
名
政
府
案
を
以
て
究
全
な

A

?

の
と
な
さ
す
、且
つ
、斯
の
如
き
法
#
は
現
在
の
時
局
を 

救

«

す
る
に
足
ら
す
し
て
禍
根
を
將
來
に
殘
す
の
な

c
s
i

せ
6

。
氏
は
政
弥
の
態
度
の

0
 

硬
な
ら
次
る
を
非
難
し

'

比
喻
を
設
け

『

我
政
府
の
態
度
は
深
夜
街
路
に
於
て
强
盜
に
會
し 

埚
囊
を
奪
は
れ
ん
と
す
る
に
當

6

、盜
に
告
ぐ
る
に
次
の
言
を
な

す

3

の

、

如

し

、
日

く

、我

友

人
 

ょ
、予
は
君
の
態
度
を
恐
れ

t

叉
君
の
坭
棒
を
？
恐
れ

$

は
予
の
意
志
を
於
て
財
囊
を
君
に 

與
へ
ん
。

予
輩
於
袂
を
分

0
.

に
當

6
"
君
於
予
に
此
正
當
な
る
行
爲
を
な
す
の
機
會
を
與
へ

f
e 

る
を
威
謝
せ
ん

』

と
。
氏
は
叉
斯
の
如
き
手
段
を
以
て
法
律
を
制
定
せ
し
；

§
;

得

v

き

こ
と
を 

信
せ
し
ひ
る
は
最
名
危
險
な

6

。
吾
人
は
今
後
此
種
の
要
求
の
續
々
と
し

<

發

生
す
る
を
辟

j 

く
る
能
は
次
る
べ
し
と
せ

6

、然

れど

S

バ
ル

7:
ォ
丨
ァ
は
反
#
の
無
効
な
る
ベ
き
を
豫
期
し
解 

散
を
賭
し
て
名
反
對
を
試
む
る
名
の
に
あ
ら

^

る
こ
と
を
附
言
せ
ぅ
。
さ
れ
ば
、̂
一

 

黨
の

ff
i
i 

度
は
終
始
消
極
的
に
し
て
著
し
く
注
目
を
値
す
る
の
な
か

-

C
\

き
。

反
之
、勞
働
黨
は
明
白
な
る
主
張
を
提
げ
て
政
府
案
の
修
正

.を
試
み
、終
に
第
三
讃
會
に
於
て 

名

强
硬
の
態
度
を
改
め

^

し

て
、否
決
の
投
票
を
な
せ

6
。
始
め
勞
働
黨

の

7!
.
ム
ゼ
ー
、マ
ク

Iド
1

デ
は
三
月
十
九
日
同
案
の
提
岀
の
當
日
旣
に
修
正
案
を
提
出
す
べ
き
こ
と
を
釣
せ
し
が
、
 

■ 
二
十
日
坑
夫
組
合
は
ニ
箇
條
の
修

IE
案
を
可
決

.せ
6

。
則
‘ち(

，一)

法
案
中

r
成
年

H

の
最
低 

賃
銀
の
五
志
、十
四
歲
以
上
の
少
年

H

の
最
低
賃
銀
ニ
志
な
る
こ
と
を
明
記
す
ベ
き
こ
と
三

)

谷 

吔
方
の
最
低
賃
銀
を
法
文
中
に
明
記
す
る
て
と
、是
な

6
。
該
修
正
案
中
第

一

は
全
會

1' 

致
を 

以
て
第
二
は
百
二
十
票
中
の
十
二
の
多
數
を
以

V

採
用
せ
ら
れ
杞

6
、而
し

<
、8
^
働
黨
$
該
修 

王
案
に
同
意
を
表
し
け
れ

»;
三
月
二
十
ニ
日
の
第
二
讀
會
に

於
て
、
五
志
及
ニ
志
の
最
低
賃
銀 

を
法
文
中
に
揭
ぐ
べ
し
と
の
修
正
案
は
一
大
討
論
を
惹
起
し
、首
相
は
五
志
及
ニ
志
の
要
求
を 

芷
當
と
認
む
る
名
法
律
を
以
て
確
定
の
賃
銀
額
を
揭
ぐ
る

こ
と
に

同
意
す
る
能
は
ず
と
主
張 

し
、
坑
夫
組
合
を
代
表
せ

る尤ドヮ丨、

「

及

び
勞
働
黨

ラ

ム
ゼ

ー
、マ

ク
ドナル

.
ド
.は
此
修
正
案 

を
通
過
す
る
に
あ
ら

^

れ
ば
其
結
果
測
る
ベ
か
ら

^

る
名
の
あ

-
0
と
論
ヒ
て
共
に
相
下
ら
梦 

僅

L
4

外務大臣の發議に依

6

坑
主
、
坑
夫
の
代
表
者
の
直
接
の
協
議
を
開
く
乙
と

" 

江
6

し
名
、二
十
六
日
に
至
，り

V

此
協
議
め

..目
的
を
達
せ
ず
。

同
日
該
法
案
の
議
事
進
行
し
て 

三
ニ
六
對
八
三
の
多
數
を
以
て
政
府
の
主
.張
は
勝
を
制
す
る

こ
と
に
な

6

し
ぢ
、勞
働
黨
は
修 

正
案
を
固
執
し
て
最
終

.に
至
る
ま
で
政
府
案
に
反
對
せ

6

。

此
供
案

0

下
に
最
利
益
を
受
く 

英
國
炭
坑
最
低
賃
銀
法
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■
三

九
ニ 

，

4.

.ベ
き
勞
働
者
は
上
の

如
く

に
し

て

第
三
讀
會

に
於
て
名
否
決
の

態
度
を
改
め

^

6

き
。

六

=
4

上
述
ぶ
る
所
に
依

6

、英
國
最
近
の
社
會
的
立
法
杧
る
炭
坑
最
低
賃
銀

.法
制
定
の
經

S

と 

其
内
容
を
明
に
す
る
を
得

'̂

6

と
信

4少
。

今
更
に
進
ん

.
で
此
立
，法
炉
如
何
な
.る

11
に
於
て

1± 

會
政
策
上
重
大
の
章
義
を
有
す
る
か
を
略
述
せ
ん
。

.

思

ォ

に
、最
近
十
數
年
間
の
英
國
の
社
會
狀
態
は

.
頗
る
曩
日
と
異
る
名
の
な

6

0

魏
に
現
自 

.
由
黨
內
閣
は
社
會
的
立
法
に
關
し
て
異
彩
を
放
，つ
內
閣
に
し
て

養

老

年

金

法
、國
民
保
險
法
等 

の
大
法
案
が
數
年
間
に
實
行
の
緖

に
就
き

^

る
は
世
界
の

耳
目
を

■聳

動
せ
る
所
な

6

0

且
つ
、
 

佛
國

の
"サ
ン
ジ
ヵ
リ
ス
ム

」

於
英
國
に

如
何

な

る
程
度
迄
勢
力

を
得
ベ
き
や
。
純
然
杧

る
英
國 

の
職
工
組
合
が
社
會

主
義
と

提
携
す

る
を

傲
べ
，き

や
o
:
今

後

の

自

由

黨

內

閣

は

更

に

如

^

な 

る
社
會
的
立
法
を
布

/;
>

ん
と
す
る
や
。

是
等
の
問
題
は
英
國
に

於
て
の
み
な
ら

.ず
、世
界
.各

國 

の
政
治
學
者
の
刮
目
し
て
留
意
す
る
所
に
し
て
、炭
坑
法
の
發
布

.は
是
等
の
諸
問
題

i

離
る
ベ 

か
ら
含
る
意
義
を
有
す
る
は
疑
を
容
れ
岁
と
雖
名
、今
此
立
法
に
關
し
て
ニ
箇
の
點
に
於
て
新 

紀
元
を

‘
開
き
杧
る
名
の

^

る
を
述
ぶ
る
に
止
め
ん

i

欲
す
。

'
則
ち

(
j 

)

¥

傭
者

0

W

庸
擦
件

^

13

に
_
#
に
關
し
政
府
の
千
涉

1

認
め
^
る

乙
と

(

一
ー

)

賃

銀

決
..
«

の
標
準
と
し
<
最
低
賃
銀
の
原 

J

を
^

め
^

る
乙
と
、是
な

6
0
,
此
兩
者
共
に
旣
に
述
べ
お
石
如
く
全
く
先
例
な
き
？
の
に
あ 

ら
ず
と
雖
％
、自
由
放
任
を
標
榜
せ
る
英
國
に
於

<
、比
較
的
多
額
の
賃
銀
を
收
得
し
、且
つ
、勢
働 

者
中
最
有
力

に
し
て
多
數
を
占
む
る
石
炭
坑
夫
に
對
し
<
千
涉
主
義
と
最
低
賃
銀
と
を
認
め 

杧
る
は
此
立
法
が
重
大
の
意
義
を
有
す
る
所
以
に
し
て
佛
國
革
命
以
降
の
大
事
件
な

6

と
言 

ふ
宅
犟
に
誇
張
の
辯
と
な
す
能
は
次
る
所
以
な
ぅ
。

.

荧
呔
法
に
於
て
注
目
を
要
す
べ
き
第
一
は
賃
銀
其
他
の
勞
働
條
件
に
關
し
<
政
府
の
千
涉 

を
認
め

^

る
こ
と
な

6

。
同
法
の

規
定
に
依
れ
ば
最
低
賃
銀
及
勞
働
條
件
を
定
ひ
る
地
方
規 

程
は
共
同
地
方
會
議
の
定
む
る
所
に
し
て
、會
議
は
同
數
の
坑
主
坑
夫
の
代
表
者
と
其
合
意
に 

族

-
 ̂v

選
み

t

第
三
者

S

5

 

6

f

 

S
し

此

合

意

を

見

?

2

商
務
院 

長
は
議
長
を
住
命
し
且
つ
、同
會
議
成
立
せ
次
.る
踌
は
商
務
院
長
の
任
命
せ
る
一
人
が
同
會
議 

の
.權
能
を
有
す
る

乙
と
、

な
れ

6

。
されば、
紛
宰
の
起
る
に
當

6

て
は
商
務
院
長
の
任 

命
せ
る
議
長
於
最
終
の
決
定
を
な
す
こ
と
、
な
る
ベ
く
、又
議
長
は
其
地
域
內
に
於

V

或
炭
圹

炙
國
荧
阬
最
低
赏0
法 

.三
九
三



14

I

炭
坑
最
低

I

法
' 

露

に
對
し
て

'
特
別
の
最
低
賃
銀
二
般
の
名
の
ょ

6

高
き
，
^

の
_
と

低

き

名

の

.と

あ

立

並

に

勞

勒

に

關
す
る
規
獲

.

一

般

Q

 

?

の
ょ
.
.

o
-

重
き
名
の
と

'«

き
名
の

i

あ
'
.
t

決
定
す
る
の
權
限
を
ぎ
す

<

故
に
各
種
の

-:
^

爭
は
結
局
商
*
院
長
の
指
名
せ
る

第

三
者

の

裁
決
に
依

.

O

て
決

^

ら
石

、

t

と
な
る
ベ
き
な

6

。
經
に
於
て
、地
方
會
議
々
長
は
一
地
方
の
炭
坑
主

叉

は

勞

働

者

の

死

侖

を

制
す
べ

.
き
絕
大
の
權
限
を
有
す
る

i

同
脖
に
粉
爭
を
終
熄
せ
し
む
べ
き
有
カ
の
機
關
杧
.るを

得
る
名
の
"に
し

て、新
制
度
の
特
色

.
P

S

に
存

し
、其
非
難
，

p

亦
玆
に
存
す
.ベ
き
な

6

0

吾
人
は

新
制
度
の
得
失
を
豫
斷
す
る
を
得
ず
と
雖

I

次
に
從
來
の
制
度
と
比
較
し

V

新
制
度
の
特
色 

を
明
に
せ
ん
。

 

•

，由
來
英
國
は
自
由
主
義
を
奉
岁
る
國

」

な
6

と
雖
％
、夙

に

H

場
法
を
制
定
し
幼
少
年
者
り
勞 

働
に

f

限
を

加

へ
次
で
女
工
の
勞
働
に

g

干
涉
を
試
み
去

i

然
れ
ど
名
、近
年
に
至
る
ま
で 

成
年
男
工
の
勞
働
條
件
に
關
し
て
は
當
業
者
の
自
由
意
志
に
一
任
し
、法
律
叉
は
ぎ

*

の
F

.涉 

を
避
け
杧
る
名
、勞
働
紛
爭
の
盛
.な
る
に

及
び
、
從
來
の
政
策
は
徐
々
に
變
更
せ
ら
办
女
る
の
狀 

&

6

0
其
嘴
矢
は

」

八
九
三
年
坑
夫
同
盟
羅
業
に
際
し
ロ

 

ー

ス
ベ
リ
ー
赚
が

非

公

式

に

調
停 

の

任
に
當

6

杧
る
に
在

6

0

次
で
同
年
の

和
解
伸

裁
制
度
調
査
委
員
は
同
制
度
に
關
す
る
法

15

律
‘制

定
の
必
要
を
認
め
ニ
八
九
六
年
の
和
解
法

(

>
o
t 
o
f co

n
c
i
l
i
a
t
i
o
n
)

の
發
布

と
な

^
t

同
法 

は

和

解

^
•
裁

に關
す
る
事
项
を

商
務
院
の
權

限
と

し
同
院
は

雇
傭
者

間
に
紛
議
發
生
し
、叉
は 

發
生

tt
ん
.と
す
る
滕
は
其
原
因

及

實

狀

..を

調

查
.し
、
當
爭
者
に
平
和
的
に
紛
議
を
解
決
せ

.
ん
t
 

と
を
勸

告
し
、双

方
の
請
求
ぁ
る
滕
は
裁
定
者
を
任
看
す
る
こ
と
を
得
る
こ
と
、
せ

6

此
® 

夜
、

a

爾
來
陌
當
の
効
果
を
擧
げ
杧

る
は

一
般
に
承
認

せ
ら
る
、
所
な

6
。
次
で
一
九
〇
七
年

鐡
.道
會
社

i

其
使
用
人
と
の
間
に
紛
爭
の
發
生
す
る
や

U 

4

ド
、ジ
ョ
ー
ジ
の
俏
介
に
依

6

て
 

鐵
m

粉
議
和
解

^

裁
手
續

(
R
a
i
?
a
y

 

conciliation 

a
n
d

 Arbitration 

S
c
h
e
m
e

 

)

を
設
け
和
斛
の
タ

U

最 
と
せ 

盟
罷 

新
機 

賃
銀

び
< 

の
と

終
の
裁
決
を
與
ふ
べ
き
伸
裁
者
を
設
け
下
院
議
長
叉
は

中
央
和
解

局
長
之
に
當
る
こ
と 

i

然
れ
ど

^p

此
制
度
が
使
用
人
側
の
不
滿
紅
治
む
る
に
足
ら
梦
。
昨
年
に
及
ひ
其
同

­

業
と
 
な 

6

杧
る
は
人

0

知
る
所
な

6

。 

さ
れ
ば
炭
坑
法
の
新
制
度
は
決
し
て
前
倜
な
き 

關
を
設
け

^

る
$

の
に
ぁ
ら
ず
と
、離
戈
共
同
地
方
會
議
々
長
に
廣
沉
な
る
權
能
を
與
へ 

及
勢

»

條
件
を
決
定
.す
る
を

.得
る
こ
と
、
し
、政
府
於
議
長
を
指
名
す
る
權
を
握
る
に
及 

は
、從
來
の

.
當
業
者
の
自
由
意
志
.に

一

任
す
る
政
策
は
殆
ん
ど
全
く
拋
棄
せ
ら
れ
杧
る
ぢ 

云
ふ
べ
き

.
な
6
 

0

英
國
炭
坑
最
低
賃
銀
法

. 

H

S
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英
國
炭
坑
最
低
貰
銀

.̂
• 

I

一
 1

九六

八

炭

坑

法

於

其

實

質

上

重

大

の

產

を

有

し

、英
國
の
社
會
的
立
法
に
一
新
紀
元
を
劃
す
る
所

以
は
i

迄
名
な
く
、其
最
低
賃
銀

Q

原
則

I

認
せ
る
こ

i

f

。

然
れ
ど
名
歷
史
は
飞

躍
を

.許

I

。

吾
人
は
之
と
關
聯

H

S

實

备

究

し

V
、

新
制
度

.
S

義
を
明
白
に

す
る
を
得
べ
き
な
ろ
。

(
一
)
一

九
〇
八
年
の
炭
坑
法

(
c
o
a
l

 

.
M
i
n
e
s

 

R
e
g
u
l
a
t
i
o
n

.
 A

c
t
)

三

)

一
九
ン
九

年
職
業
會
議
法

.(T
r
a
d
e

 

B
I
S

 

|

三
遍
去
に
於

1

最
低
賃
銀
に
關
す
る
坑
夫
の
要
求
是
、
 

な
-CN

O

1

九
〇
八
年
の

‘
炭
坑
法
は
所
爾
八
蹄
間
勞
働
法
に
し
て
、坑
夫
勞
働
塒
間
を
坑
內
に
昇
降
す 

る
槠
間

(
f
r
i

 

B
a
n
k

rt
-

o

w

g

k

)

を
合
せ
て
八
槠
間
に
限

6

tc
る
名
の
に
し
て
、一
部
地
方
を
除
き

1

丸
〇
九
年

f

一
 

日
ょ

I

行

t

s

m

 

I

s

斯

Q

如
く
專
ら
勞
歡 

塒
間
に
關
丨
す

t

の
？

i

名
法
律
を
以
て
成
年
男
工
の
勞
働
塒
間
を
限
定
し
ち
る
の
み 

な
ら
岁
ゥ
工
ッ
プ
氏
か
夙
に
主
張
す
る
.勞
働
條
件
に
關
す
る

國

民

的

最

低

限

9
ビ

0*
3
巴3ini- 

m
u
n
)

を
定
ひ
、へ
し

i
ぶ

說

S

分

.
£
實

現

甘

ら

れ

把

に

し

V
、

法
律
を
以
て
最
長
脖
間 

e

限
定
せ
る
の
後
、賃
艱

.の

.最
低
限
を
法
定
せ
ん
と
す
る
制
度
の
之
に
次
ぐ
は
、必
ず
し
$
不
測

17

の
變
と
云
务
能
は
次
る
な

6
0
,

果
然
法
定
最
低
賃
銀
制
度
は
翌
一
九
〇
九
年
の
職
業
會
議
法
を
以
て
其
端
緖
を
開
き

^

6
0 

叱
法

_

は

『

ス
ゥ
ィ
ー
チ

ン
'ダ』

制
度
と

稱
す
る

家
內
工
業
に
行
は
る
、
過
少
な
る
賃
銀
を

防 

止
せ
ん
爲
め
設
け
ら
れ

^

る
名
の
に
し

て
、其
實
施
は
特
殊
の

H

.*

に
限
ら
る
、
名
の
な

6 

と
難
名
、法
律
に
依

6

<
强
制
的
に
定
額
の
賃
銀
を
支
狒
は
し
め
ん
と
す
る
名
の
お
る
に
於
て 

»
、新
炭
坑
法
と
異
る
所
な
し
。
當
滕
政
府
當
局
者
は
此
制
度
が
特
定
の
家
肉
工
業
に
の
み
行 

は
る
べ
き
？
の
と
し
て
反
對
論
を
排
斥
せ
し
？

*

溯
新
西
蘭
の
先
例
は
政
府
當
局
者
の
辯
護 

#

を
_

||
な
ら
し
む
る

の
虞
な
き

に
あ
ら

^

6
き
。
さ
れ
ば
稿
者
は
當
辟
此
立
法
に
對
し
て

國
家
學
會
雜
誌
上
三
三

卷
八

.號
六
頁

)

に
於
て

『

此
制
度
は
一
步
を
進
め
て
濠
淠
新

西
蘭
に

行 

は
る
、
於
如
き
制
度
を

實
施

す
る

に
至

る
ベ

•き
.端
緖
と
な
る
こ

i

な
き
を
保
す
ベ

//
ら
す
云 

々』

•
と
の
疑
問
を
存
し
置
き
杧

6

し
於
、今
や
此
疑
問
は
旣
に
，疑
問
に
あ
ら
穿
し
て
明
白
な
る 

事
實

と
顯
肱
れ
來
れ

6

。
則
ち

バ
ル
フ
づ
ー

，rl
の 

一

K

へ
る
如
く

(

三
月
ニ
十
一
日

)
『

^
坑
法
は 

『

スゥィ

1
1アv

グ』

.制
度
に

の
み

關
す
る
名
の
に
あ
ら
玄
。
英
國
に
於
て
最
高
の
賃
銀
を

支
拂 

ふ
產
集
に
關
す
る
名
の

』

と
し
て
制
爱
せ
ら
る
、
に
至
れ

i

 

‘
.

英
國

炭
坑
最
低
賃
銀
法
 

三
九
七



.

.

英篇坑最低實銀法

 

' 

I

 .

.
v

S3
職
業
會
議
の
制
度
に
就

<

は
國
民
經
濟

_

誌
十
卷

.六

ニ

八

頁

以

下

『

英
國
職
業
ロ
可 

の
近
況

』

參
照
を

望
む
.

.

、

最
低
賃
銀
制
度
の
新
設
に
關

し
て
は

過
去
の
®
炭
坑
夫
賃
銀
制
度
を
明

に
す
る
I

す
。

蔻
し
英
國
に
於
て

.

は
十
九
世
紀
後
半
產
業
勃
興
の
勢
著
し
这
に
當

6

石
炭
坑
夫
は
賃
«
昇
降 

制
度
を
歡
辉
し
、

j

八
七

Q

年
代

Q

f

 

6

各
地

S

夫
組

f

漸
次
に

s

f

採
用
せ 

此
，帝

度

は

炭

價

の

昇

降

に

伴

；

3

賃
銀
名
亦
昇
降
す
る
を

#

色
と
し
、®
主
と
坑
夫
と
は
休
戚
を 

共
に
す
る
の
長

.

所
を
有
す
る
之

I

。
然
る
に
久
し
か
ら
す
し
て
此

I

に
不
？

 

S

 

る
名
の
を

^

ヒ

一

八
八
，一
年

F
.

丨
ク
シ
ャ
ィ
ハ
の
■坑
夫
は
昇
降

制

度

を

排

斥

し

最

低

賃

銀

制

度 

を
主
張

.

し
ラ—

ン
力

I

 

及

蘇

格

蘭

の

坑

夫

，^

亦

之

に

傚

；5

、
一
八
八
八
年
從
來
の
坑
夫
組 

合

の

聯

合

團

體

杧

るNational U
n
i
o
n

 

o
f Mi

n
e
r
s

の
勢
力
衰
，へ
現

.

時
の

g

g
る

F
e
d
e
r
a
t
i
o
n

之
に
代

，ジ
、新
画

f

最
低
賃
銀

I

綱
領

i

ク
。

さ
れ
ば
之
に

5

1

八
九
三
年

U

破
裂
せ
る
坑 

夫
の
同
盟
罷
業
は

.明
白
に
最
低
賃
銀
を
題
目

i

せ
次
ろ
し
名
、爾
後
坑
主
は

の
定
め
.把

る
最
低
賃
銀
を
承
認
す
る
と

ゝ
な

6
、純
然

把
る
賃
銀
昇
降

制
度
，は
一
九

0

三
年
三 

月
三
十

一

日
ッ
丨
ル

ス
地
方
の
炉
夫
組
合
に
依

-o. V

廢
棄
す

ら
る
、
に
及
ぴ
採
炭

業
こ
呀
、て

i 

¥

全
く
其
跡
を
.絕
つ
に
至

れ

6

。(

詳
細
は

#
村

光
三
、賃
銀
論
二
八
〇
頁

以

下

參
照

)r
o

れ
ぬ
英
國 

に
於
て
地
方
に
依

6

て
相
違
ぁ

6

と
雖
足
近
年
各
地
坑
夫
の
賃
銀
に
關
し
<
は

一

八
七
七
年 

一
八
七
九
年
若
く

.は
一
八
八
八
年
の

.賃
銀
率
を
基
礎
と
し
、之
に
三
割
七
分
五
厘
又
は
五
割
を 

增
加
せ
る

$

の
を
最
低
賃
銀
と

.し

y

計
算
せ
ら
れ

^

6
。

然
ら
ば
■最
近
の
最
低
賃
銀
問
題
は
如
何
に

し

て
發
生
せ

6

や
i

云
ふ
に
、元
來
石
炭
坑
夫
中 

の
採
堀

.に
從

»

す
る
所
謂
掘
子
の
賃
銀
は
箇
數
拂
卽
ち
採
掘
噸
數
を
以

-C
支
拂
は
る
、
？
の 

な
れ
ば
、炭
層

.の
狀
態
均
一
に
し
て
作
.業
上
の
障
害
な
し
と
せ
ば
採
掘
夫
は
最
低
賃
銀
を
收
得 

す
る
を
得
べ
き
理
な
れ
ど
名
、事
實
は
然
ら
少
し

 

'
炭
坑
々
夫
中
最
低
賃
銀
以
上
.を
收
得
す
る 

3

の
は
約
四
分
の

K

C
過
ぎ
す
。
兹

.に
於
て
近
年
所
謂
最
不
利
な
る
場
所
卜
ぎ

3
|
1
セ
1汽
€
に 

て
勞
働
に
從

■事
す
る

$

の
；̂

最
低
賃
銀
を
得
べ
き
こ
と
を

.要
1-
し
、
一

九

一

〇

年

^
:
^
ル

ス

地 

方
の
坑
夫
は
此
要
求
を
提
げ

て

坑

主
と

爭
ひ
允

る

$

完
全
-に
其
目
的
を
達
す
る
能

»

岁
。
地 

方
^

罷
樂

#

到
底
此
要
求
を
質

.徹
す
べ
き
途
に
ぁ
ら
ず
と
し

National S
t
o
p
p
a
g
e

を
主
.張
し
、坑
夫

聯

合

會

は

昨

年

七
月
來
此
問
題
を
以
て
坑
夫
全
般
に
關
す
る
？

の

と

し

終

に

本
年
の

一

般
同 

罷
盟
業
を

行

ふ
に
至

6

t c
6

。

最
低
賃
雜
問
題
の
起
源
は
決
し

-V

最
近
踌
に
ぁ

：

ら
次
る
を
見
，
 

英

國

炭

坑

最

低

赞

銀

法

3

九
九
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英
國
炭
坑
最
.低貢
展
法

四
8

る
ぺ
孝
な
ん

勞
働
黨

一

派
、S

炭
坑

法
の
討
議
に

於
て
最
後
迄
も
法
文
中
に
最
低
賃
銀
の
金
額 

を
明
記
す
べ
し

と
固
執
せ
る
は
偶
然
に
あ
ら

5'
'

る
な

6

。

英
國
新

S

S

I

S

張

f

勞
|

2

蛋

I

否
し

S

る

晶

員
中
勞
働
黨
の
修
疋
に
賛
成
せ
ん
と
す

る

名

の

あ
6

し
财
如
し

(

H

ド
、ジ
ョ
ー
ジ

v
d

A
■

ストン
 

是

な

羞

義

^J

し

V
 

5

働
者

s

f

容

S

働
S

生

雲

？

收
得
す
る

s

f

る
$

の
な

6

と
の
原
則
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